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桜台東部地区 

防災まちづくりに関するアンケート調査結果 

 

１ アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施期間 
令和６年１月１８日（木）～令和６年２月１９日（月） 
（締切日以降に到着した回答票も集計しています。） 

調査対象 
･桜台東部地区内にお住まいの方 
･桜台東部地区内の土地または建物の所有者(地区外にお住まいの権利者含む) 

配布方法 
 

･桜台東部地区への全戸配布： ６，５３９件 
･地区外権利者へ郵送   ：   ９３３件 

回答方法 
 

紙面またはメール 

回答数 ８２５件（紙面回答：８１３件／メール回答：１２件） 

回収率 １１．０％（回答数８２５件／総配布数７，４７２件） 

 

 

 

○ 「プロローグ」をお読みいただき、自宅付近から避難拠点までの想定ルートなどを

地図中にご記入ください。 

○ 「大地震が起こったときに心配なこと」はありますか。 

 

○ 地区の防災性を向上するために今後取り組んだほうが良いと思うものを教えてくだ

さい。 

○ お住まいのエリアを教えてください。 

 

○ あなたご自身についてお尋ねします。（年代、世帯構成、権利状況 

 

○ その他、防災まちづくりについてのお考えやご意見等をご自由にご記入ください。 

 

  

アンケート設問の概要 

調 査 の 目 的 

桜台東部地区において、震災等が起きた際に地域住民が通行すると想定される経路等

を把握し、「危険なブロック塀等の撤去」や「狭あい道路等の拡幅整備」を重点的に取り

組む路線の選定の参考とするため、アンケート調査を実施しました。 

調 査 の 概 要 
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２ アンケ―ト調査結果 

 

問 つぎの「プロローグ」をお読みいただき、以下（１）～（５）の順番に、地図中に

ご記入ください。 

（１）あなたの自宅がある番地に○を付けてください。 

（２）地震発生後に避難する場合、あなたが向かうであろう避難拠点（小中学校）に○

を付けてください。 ※複数の避難拠点を選択しても構いません。 

（３）あなたの自宅付近から避難拠点までの想定ルートを、線で書き込んでください。 

   ※複数のルートを記入しても構いません。 

⇒【図－１】 

（４）その他、買い物や通勤・通学の際に通る道など、あなたが普段よく使用している

ルートを点線で書き込んでください。 

⇒【図－２】 

（５）地区内での防災上の心配ごとを、地図に直接ご記入ください。 

⇒【図－３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果＞自宅付近から避難拠点までの想定ルート 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－１】              （ｎ＝８２５） 

 

【プロローグ】 

現在は、２０ＸＸ年○月○日の夜１０時です。突然、震度6弱の地震が起こり、我

が家は、家全体がギシギシと音を立てて揺れました。 

ラジオをつけると引き続き地震や火災に十分警戒するよう呼びかけています。しば

らくするとサイレンの音が聞こえてきました。 

今後の地震や二次災害の恐れから、自宅での安全確保に不安を感じたため、あなた

は避難拠点に避難することにしました。 
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＜結果＞普段よく使用されているルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－２】              （ｎ＝８２５） 

 

 

＜結果＞防災上の心配ごと上位５区分 

（件） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図－３】              （ｎ＝８２５） 

※上記の数字は心配事の回答が多かった路線の番号です。 

路線の番号は、次のページの【「防災上の心配ごと」を 

回答した人数分布】の図を参照してください。 
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（参考）「防災上の心配ごと」を回答した人数分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）あなたが向かうであろう避難拠点（小中学校） 
（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝８２５） 
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問 当地区について、「大地震が起こったときに心配なこと」はありますか。 

該当するものすべてに○を付けてください。 

＜結果＞ 
（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝８２５） 

 

 

 

■「その他」意見の上位５区分 
（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝91） 
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電柱が倒れてくること

ライフラインの断絶

建物が倒れてくること

避難が困難であること

特に心配はない

593

402

394

339

304

278

215

85

91

47

0 100 200 300 400 500 600 700

火災が発生すること

道が塞がれること

建物が倒れてくること

消防車や救急車等が入ってこられないこと

塀が倒れてくること

自宅の震災時の備えが十分でないこと

近所の助け合いに不安があること

近くに逃げられる学校や空き地等がない…

その他

無回答
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問 「大地震が起こったときに心配なこと」を踏まえ、地区の防災性を向上するために

今後取り組んだほうが良いと思うものを教えてください。該当するものすべてに○

を付けてください。 

＜結果＞ 
（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝８２５） 

 

 

■「その他」意見の上位５区分 
（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝8２） 
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電信柱の地中化

避難所の備蓄・環境の充実

空き家対策

防災グッズの配布

耐震化

426

373

335

327

317

308

265

238

227

225

165

82

52

0 100 200 300 400 500

緊急車両の通行や避難を妨げる恐れのあ

る幅員４m未満の道路の解消

危険なブロック塀等の撤去や耐震化など

に関する助成制度の周知

消火栓や防火水槽などの消防水利の充実

個々の建物の不燃化（燃えにくいまちに

する）の促進

災害時に一時的に避難できる公園などの

オープンスペースの確保

災害時に円滑な消防活動等ができるような

幅員6m以上の道路（防災道路）の整備

建物が密集していることの解消（建て詰

まりの防止）

道路閉塞により、避難が困難となる恐れ

のある行き止まり道路の解消

防災まちづくりを広め、防災意識をより

向上させるような啓発

防災倉庫の設置や防災訓練の充実

建替え困難な敷地に対して、隣接する複数

の施設と協力した建て替え等の検討

その他

無回答
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回答者属性 

＜お住いのエリア＞ 

（件）    

■「桜台東部地区内」居住者の内訳 

                                （件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝８２５） 

 

                        （ｎ＝７６７） 

 

 

＜年代＞               ＜世帯構成＞ 

（件）                  （件） 

 

 

 

 

 

 

 
 

（ｎ＝８２５）                   （ｎ＝８２５） 

 

■「その他」意見の上位５区分 

（件） 

 

 

 

 

 
（ｎ＝３５） 

 

＜権利状況＞ 
（件） 

 

 

 

 

 

 

 

（ｎ＝８２５） 

桜台東部地区内

767

93.0%

桜台東部地区外

28

3.4%

無回答

30

3.6%

1丁目

379

49.4%

2丁目

339

44.2%

3丁目

34

4.4%

4丁目

12

1.6%

無回答

3

0.4%

2
44

88
105

155
148

160
126

11

0 100 200

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

80歳以上
無回答

271

268

204

40

35

15

0 100 200 300

一人暮らし

二世代世帯（親と子）

夫婦のみ

三世代世帯（親と子…

その他

無回答

9

8

3

3
2

0 5 10

事務所・店舗

二世代世帯…

親族

ルームシェア

施設

410

289

110

8

30

0 100 200 300 400 500

土地・建物を所有

借地・借家など

建物を所有

土地を所有

無回答
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問 その他、防災まちづくりについてのお考えやご意見等をご自由にご記入ください。 

〇「電信柱に関する心配ごと・地中化の希望」に該当する意見の例（一部抜粋） 

・狭い道が多い為電柱の地中化を進めて欲しい。 

・災害時に電柱が倒壊する等、緊急車両が通行できるか不安である。 

・電柱が倒れる事で避難道路が通れなくなるのが心配です。 

・電柱の位置を改善してほしい。（曲がり角をさける。） 

・電柱の撤去や地下化が望まれる。 

〇「現状の道路に関する心配ごと」に該当する意見の例（一部抜粋） 

・歩道が狭く歩行者空間が確保されていないところが多いです。 

・古い道なりは好きなのですが、防災のことを考えると不安です。 

・桜台通りに出る路地がせまく、不安です。火災や、建物等の傾壊があれば、回り道し

なければならず、かといって、何かすぐできる訳でもなく…。 

〇「地域コミュニティの希薄化」に該当する意見の例（一部抜粋） 

・災害がおこった時に、誰にどこに頼ればいいのか分からない。地域のコミュニティに

参加していないので不安です。 

・近所に誰が住んでいるのかがわからず、災害時に助けあう事はむずかしい。 

・近所同士で顔が見える人間関係の構築を望む。 

〇「防災意識の醸成」に該当する意見の例（一部抜粋） 

・決して他人事ではないと思うので、常日頃からある程度意識できる人間でありたい。 

・問題点は多々あるとは思うが、今の環境で防災意識を高く持つようにしないといけな

いと思う。 

・防災を意識するということは被害が起きなければ、日々どんどん薄れていってしまう

ものですが、練馬区ではいろんな場所で防災イベントを実施されていて、そこに参加

する度にうすれた意識がしっかり戻ってきます。 

〇「道路整備に関する心配ごと」に該当する意見の例（一部抜粋） 

・防災道路の沿道に住んでいるので将来立ち退きしなければならないか不安。 

・個人の財産（土地や建物）を大幅に削ってまで、道路の幅を確保することには承知で

きない。 

・道路整備（拡張）対象の土地の権利者に対して、十分な金銭的メリットを提示するこ

とは必須と考える。 

～アンケート調査結果は、以上です。～ 

ご協力ありがとうございました。 


